


 「野の花の丘便り」6月上旬
世の中何が起こるかわからん　
　今年の春はコロナのせいで散々な目にあいました。
それでもやっと少しづつながら、元に戻りつつあるよう
で、本当にこのまま収まって欲しいものです。
　ふと気がつくともう6月、今はちょうど麦が熟す時期、
「麦秋」と呼ばれています。麦が熟した時の穂の色が
小麦色、健康的なイメージの色ですね。
　この頃の季節外れの真夏のような暑さ、そして雨。
花も、雑草（雑草という名の草はないそうですが）もグン
グン成長して、このままでは手に負えなくなります。
　今年はまだアカシア、トチノキ、ハマナスの花が見ら
れず例年に比べると、季節のめぐりが少し遅いようです。
「野の花の丘」も今は黄色のセンダイハギだけですが、
もうすぐ主役のヤナギラン、エゾクガイソウ、オカトラノ
オなどが花を咲かせます。
　世の中何が起こるか分かりませんが、これ以上変な事
が起こらないよう祈りながら花が咲くのを待っています。

早く咲いて、主役たち オカトラノオ
  　エゾクガイソウ

ヤナギラン



 「野の花の丘便り」6月中旬
カラスにご注意あれ
　夏至も近くなり、花の成長は急ピッチになっています。
季節は入梅、蛍が光り出す時期でもあります。本州の各　　
地はいよいようっとうしい梅雨に入りました。
　北海道は梅雨がなくて快適な季節なのですが、カラス
が子育ての時期に入り、気が立ってきています。いきな
り後ろから頭すれすれに飛んできて威嚇され、ザワッと　
します。晴れた日でも護身用の折り畳みの傘が必要と
なりますね。どうぞカラスにはご注意下さい。　　　
　6月6日に今年第一回目の作業を行いました。イネ科
の雑草やセイタカアワダチソウなど、花の天敵の成敗
に汗を流しました。センダイハギの花は終わりに近づき
エゾクガイソウや、オカトラノオは蕾を持ち始めました。
目には見えませんが一日一日と季節は巡ってるようです。

蕾が出はじめました

　エゾクガイソウ

皆さんお疲れさまでした

　オカトラノオ



 「野の花の丘便り」6月下旬
今年の夏至は6月21日だそうです
　夏至は言うまでもなく一年で一番昼が長い日です。
暦の上ではちょうど夏の真ん中ですが、夏至を過ぎると
本格的な夏が始まります。札幌では日の出が3時55分
日の入りが19時17分で、昼の長さが15時間22分、冬至
の頃に比べると、日照時間が6時間以上も長くなります。
　植物は夏至までは成長し、夏至を過ぎるころから花を
咲かせ、実を実らせるものが多く見られます。
「野の花の丘」の主役たち、エゾクガイソウ、ヤナギラ
ン、オカトラノオ、エゾカワラマツバ、ノコギリソウ等も
蕾が大きく膨らんで来ています。7月になると「待ってま
した！」とばかりに一斉に花を咲かせます。
　心待ちにしてた花の季節がもうすぐです。

蕾が膨らんできました

　　エゾクガイソウ 　オカトラノオ

　ヤナギラン

　 エゾカワラマツバ



 「野の花の丘便り」７月下旬
あらら、いつの間に？　　　　　　　　　　　　　　　
　ひと月ほど留守にしていました。ひと月前の6月下旬は　　
「野の花の丘」の主役のヤナギラン、エゾクガイソウ、
オカトラノオなどが蕾を持ち、もうすぐの花のシーズンに　
気持ちもウキウキしていました。それからひと月、それら
の花はほぼ終わりに近づき、わずかひと月でこんなにも
変わるものかと、時の流れの速さを感じます。
　回りを見わたしますとナナカマド、トチノキ、ハマナス　
などが早くも実を付けています。秋の七草のオミナエシ
やハギも咲き始めました。これからが一番暑い季節です
が、植物の世界ではもう秋の気配が漂っています。
　一方昨年は虫にやられてほとんど花を咲かせなかった
クサレダマ（草連玉）が今年は除虫作業の甲斐あってか
あちこちで復活して、大変嬉しく思っています。　　　　　　　
　短い北海道の夏、「暑い暑い」と文句言ってみんなで　　
ワイワイとビールでも飲みたいところですが、今年は
外飲み自粛、家飲みビールで我慢の日々です。

秋の雰囲気の花々
　オミナエシ 　　ツリガネニンジン

　トモエソウ  　  復活したクサレダマ



 「野の花の丘便り」８月中旬

またあの黄色い花が

　立秋が過ぎ、暦の上では秋になりました。日は赤々と
まだまだ暑さ厳くはありますが、風には秋を感じます。
「野の花の丘」も8月中旬になるとエゾクガイソウ、ヤナ
ギラン、オカトラノオなどの主役の花も終わり、ツリガネ
ニンジン、クサレダマ、エゾミソハギ、キンミズヒキなど
の花も終わりに近づいています。今はオミナエシの黄色
い花が一番目立っています。また秋の代表格の菊の仲間
のエゾノコンギクが咲き始め秋の気配が漂ってきました。
　そして今年もまたあのセイタカアワダチソウ！の黄色い
花が目立ってきました。よく見ればキクに似たかわいい花
にも見えなくはありませんが、放っておくとほかの花を
駆逐してしまう厄介な外来種です。今年もまたこの困り者
の黄色い花の駆除に汗を流す事になりそうです。

　終わりに近づいている花々
ツリガネニンジン クサレダマ エゾミソハギ

頑張っているオミナエシ   厄介者のセイタカアワダチソウ



 「野の花の丘便り」９月中旬
我が世の春？キク科の植物
　9月になりキク科の花が多く見られるようになりました。
ノコンギク、ユウゼンギク、ヤマハハコ、ノコギリソウな
ど野の花の丘の花23種のうち、9種がキク科の花です。
　被子植物は芽の出方によって、双子葉と単子葉に分類
され、双子葉はバラのように花びらが一枚づつ離れて
いる離弁花類と、アサガオのように花びらがくっついて
一枚となっている合弁花類に分類されています。
　意外と間違われやすいのがキク科の植物です。キク科
の植物は花びらが一つ一つ独立しているため離弁花類と
間違えられやすいのですが、実際は花びらがくっ付いて
一枚となり、それがたくさん集まり一つの花になっている
合弁花類です。一般的に合弁花類は離弁花類より進化
していると言われています。
　キク科の植物は地球上のほとんどの所に自生して、
世界中で2万種もあり最も分化した種と言われています。
小花の集合体は美しく目立ち、虫にとっては大変魅力的で
虫媒花として、受粉が確実に行えるような仕組みとなって
いることから、最も進化した植物と言われています。
　季節は秋へと、寂しさがただよって来る季節になりまし
たが、最も分化し最も進化した、キクの仲間にとっては
「我が世の春？」といったところでしょうか。

秋を彩る「野の花の丘」のキクふたつ
        ユウゼンギク            エゾノコンギク



 「野の花の丘便り」９月下旬
少し気になる花たち
　９月も下旬ともなると、今あたり一面に薄紫色に咲いて
いるユウゼンギクを除いてほとんどの花は終わり、来年
のための準備に入っています。
　今年は５月のセンダイハギ、６月から８月にかけての
エゾクガイソウ、ヤナギラン、オカトラノオ、９月から
１０月にかけてのユウゼンギクなど「野の花の丘」の主力
メンバーは、例年通り沢山花を咲かせてくれました。
　しかしながら、少し気になる花もあります。オミナエシ
（女郎花）に負けてしまっているオトコエシ（男郎花）
いつの間にか消えてしまったチシマアザミやエゾゴマナ、
図体はでかく目立っているけど、なぜか花が咲かなくな
ったハンゴンソウ、去年は咲かなかったけれど今年は
花咲かせてくれたクサレダマなど、気になる花たちです。
　9月も終わりに近づき、私たちの目をを楽しませてくれ
れた花たちもほぼ終わり店じまいということで、今年の
「野の花の丘便り」も終わりにしたいと思います。

頑張ってほしい花たち どこに行ってしまった？

オミナエシに負けるなオトコエシ エゾゴマナ

図体はでかいけど 来年も頑張ろう！
花が咲かないハンゴンソウ クサレダマ


